
 

 黄熱 
・ 流行地域：アンゴラ、 

  コンゴ民主共和国 

・ 症状：突然の発熱、 

  頭痛、背痛、虚脱、 

  悪心、嘔吐など 

・ 予防： 蚊に刺されな 

  いようにしてください。 

 
 

 

 

 
 中東呼吸器症候群
（MERS） 

・ 流行地域：中東地域 

・ 症状：発熱、せき、息切れ 

  など 

・ 予防：手洗いやうがい、 

  マスクを着用し、ラクダ 

  を含む動物との接触を 

  避けてください。 

 

【話題の感染症】 

* 海外には、日本ではあまりみられない感染症がたくさんあります。
海外旅行では、時差や気候の違いなどから、様々なストレスを受
け、体の抵抗力が落ち、感染症にかかりやすくなります。 

* 事前に荷物とあわせて感染症の情報収集（裏面）も行い、より楽
しい時間が過ごせるよう準備しましょう。 

主な感染経路 予防のポイント 

水や食べ物 
生水やその水で作られた氷は避けましょう。生もの（肉や野菜、カットフルーツ
など）の喫食を避け、肉や野菜等は十分に加熱しましょう。 

蚊・昆虫 
蚊などの虫に刺されないよう虫よけスプレーの使用や長袖・長ズボンを着用し、
なるべく肌を露出しないようにしましょう。虫よけスプレーの効果が蒸発、雨、発
汗により持続性が低下するため、定期的に再塗布しましょう。 

動物 接触をさけるまたは接触後は「手洗い」や「うがい」を行いましょう。 

ヒト 予防接種*や「手洗い」や「うがい」を行いましょう。 

河川や湖沼 淡水や川での水遊びを控え、裸足で歩かないようにしましょう。 

*予防接種について 

 入国時に予防接種証明書の提示が求められる国があります。また、予防接種の種類によっては、
数回接種するものもありますので、早めに(できるだけ出発3か月以上前から)医療機関や検疫所で、
接種するワクチンの種類と接種日程の相談を行ってください。 

症状が現れた時は、速やかに医療機関を受診しましょう。 
 医療機関を受診する際は，医師に以下のことを伝えましょう。 

 ●海外渡航歴 ●喫食歴 ●動物との接触歴 ●蚊の刺咬歴 等 

感染対策の基本は「手洗い」と「うがい」です。 

 

 ジカウイルス感染症 
・ 主な流行地域：中南米 

・ 症状：軽度の発熱、発疹、結膜炎、 

  筋肉痛、関節痛、倦怠感、頭痛など 

・ 妊娠中にジカウイルスに感染すると 

  お腹の中の赤ちゃんが小頭症などに   

  かかる場合があります。 

・ 予防：蚊に刺されないようにしてくだ 

  さい。また、流行地域から帰国後最  

  低８週間は、性行為の際にはコン 

  ドームを使用するか性行為を 

  控えてください。 
 
 

 



*

* 厚生労働省ホームページより出典  

海外で注意しなければならない感染症 
（平成28年4月）【上表】
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/ 
bunya/kenkou_iryou/kenkou/dl/travel-
kansenshou_2016gw_04.pdf 
 
ここに注意！海外渡航にあたって 
http://www.forth.go.jp/useful/attention/ 
 
感染症危険情報 
http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/ 
pchazardspecificinfo.asp?infocode= 
2016T075&id=259#ad-image-24 
 

厚生労働省ホームページ 
http://www.mhlw.go.jp/ 
 
厚生労働省検疫所（FORTH） 
ホームページ 
http://www.forth.go.jp/ 
 
外務省 海外安全ホームページ 
http://www.anzen.mofa.go.jp/ 
 
〈準備：予防接種に関する情報〉 
予防接種実施機関 
https://www.forth.go.jp/moreinfo/ 
vaccination.html 
 

     茨城県感染症情報センター（茨城県衛生研究所企画情報部） 
     TEL  029-241-6652 
     茨城県保健福祉部 保健予防課 健康危機管理対策室  
     TEL 029-301-3233 

一覧を拡大して確認する場合のリンク先 


